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国土交通省は、平成25年８月２日（金）に自動車の新たな地域名表示ナンバープレート

（いわゆるご当地ナンバー）となる、「平泉」ナンバーの導入を決定し、発表しました。導

入開始は、平成26年度中となる見込みです。 

一関市、奥州市、金ケ崎町、平泉町の商工団体、観光団体、行政の19団体で構成する「平

泉ナンバーを実現させる会」（会長 宇部貞宏一関商工会議所会頭）では、「平泉」ナンバー

の実現に向け、署名活動やアンケート調査などさまざまな取り組みを行ってきたところであ

り、去る7月26日（金）に国土交通省で開催された審査会では、実現させる会を代表し、

勝部修一関市長が、地域住民の機運と高まりと熱意を伝えたほか、「平泉」ナンバーの位置

づけや活用方策についてプレゼンテーションを行いました。 

「平泉」ナンバーの導入決定は、対象地域に居住する住民の方々の熱意が実を結んだもの

と考えており、多くの方々からこれまでの実現させる会の取り組みに対し、ご理解とご協力

をいただきましたことに対しまして、心から感謝申し上げます。 

 

平泉ナンバー通信 第５号 （平成 25年８月発行） 

○  ご当地ナンバーとは 

岩手県の自動車検査登録事務所は紫波郡矢巾町にあり、県内の

自動車の地域名表示は「岩手」だけですが、地域振興や観光振興

などの観点から、自動車検査登録事務所の新設の有無に関わらず、

新たな地域名表示（ご当地ナンバー）をすることができるもので

す。 

   ご当地ナンバーは、これまで全国の19地域で導入されており、

今回の導入決定により、「平泉」ナンバーのほか９地域が追加され

ました。 

  

「平泉」ナンバーの導入地域 

一関市、奥州市、 

金ケ崎町、平泉町 

○ご当地ナンバー（第２弾）導入決定地域



 

  

 

 

       

 

 
      

   

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

問い合わせ先 平泉ナンバーを実現させる会事務局 

〒021-0867 一関市駅前１ 一関商工会議所 業務課 電話 0191-23-3434 

問１：平泉ナンバーの対象となるのは、どのような車？ 

答１：普通自動車､小型自動車､大型自動車（大型特殊を含む。）､

軽自動車､排気量 125 ㏄を超えるオートバイの５種類で

す。 

問２：平泉ナンバーの対象地域はどこ？ 

答２：一関市、奥州市、金ケ崎町、平泉町の４市町です。 

問３：平泉ナンバーはどのような場合に付けることになる？ 

答３：平泉ナンバー交付開始後に、下記に該当する場合は、平泉

ナンバーになります。 

①新車や中古車を購入し、対象地域内で新たに自動車登録をす

る場合 

 ②対象地域内への転入により、自動車登録地を変更する場合 

 ③破損、汚損などにより、ナンバープレートを交換する場合 

④自動車の構造変更などにより、ナンバーが変わる場合 

 （例：ワゴン車を改造してキャンピングカーとするなど） 

問４：平泉ナンバーの導入後も、岩手ナンバーを選択できる？ 

答４：答３の４項目に該当する場合は、平泉ナンバーとなるため

岩手ナンバーを選択することはできません。 

②要望書内容説明 

（宇部会長） 

問５：導入が決定されれば、強制的に変更される？ 

答５：交付開始と同時に、現在の岩手ナンバーを強制的に平泉

ナンバーにするものではありません。（※平泉ナンバーを

希望する場合は、変更可能です。） 

問６：岩手ナンバーから平泉ナンバーに切り替える場合は、費

用がかかる？ 

答６：費用はかかります。単純にナンバーだけを交換する場合

は、下記表のとおりです。 

その他手続きに関する手数料等、詳細については、下記のま

でお問い合わせください。 

①、⑤の車種は「軽自動車検査協会岩手事務所 ℡019-639-8011」

②、③、④の車種は「東北運輸局岩手運輸支局 ℡019-638-2154」

○ ご当地ナンバー（第２弾）審査会の様子 

日にち：平成25年７月26日  場 所：国土交通省 

出席者：勝部一関市長、菅原平泉町長、後藤奥州市副市長 

中里金ケ崎町参事、宇部会長、阿部事務局長 

審査員：杉山 武彦氏（一般財団法人運輸政策研究機構 

 運輸政策研究所長） 

    味水 佑毅氏（高崎経済大学地域政策学部 

観光政策学科 准教授） 

    村上 雅巳氏（跡見学園女子大学マネジメント学部

観光マネジメント学科 准教授） （右側：実現させる会、左側：国土交通省審査員）

○ 「平泉」ナンバーに関するＱ＆Ａ 

○  ご当地ナンバー（第２弾）審査会の様子 

○  「平泉」ナンバーの位置づけ・活用方策について 

①「交通安全意識の啓発」 

⇒ 一人ひとりが「平泉」の広告塔として、運転マナー、交通安全意識の向上につなげていきます。 

②「地域間連携の強化」 

⇒ 地域の一体感を醸成し、世界遺産への追加・拡張登録に向け、機運を高めていきます。 

③「走る広告塔」 

⇒ 県南地域に多くの方々に訪れていただけるよう全国にＰＲしていくとともに、世界遺産「平泉」の名を、

守り、伝え継いでいきます。 


